
北海道社会福祉フォーラム2026

講演　13：15～14：50

高齢者が安心な社会に高齢者が安心な社会に高齢者が安心な社会に

●実践報告●

●全体討論●
講演者 ・パネリストを交えて、 現状と課題、 今後の対応策、

その展望について、 さらに議論を深めていきます。

座長

パネルディスカッション　15:00〜16:50

◆基調講演◆
高齢者が安心して暮らせる社会を目指して

今回、頼れる身寄りのいない高齢者等に特有の支援ニーズに応え
る観点から、新たな第２種社会福祉事業の創設や市町村での支援
体制の整備が進められることとされた。制度改正のねらいと概要
を解説するとともに、高齢者が暮らしやすい社会づくりに向けた
今後の展望を語る。

◆特別講演◆
人口減少社会における生活・住まい・身寄りを考える
高齢期の「生活や住まい」、「身寄りなし問題」等の諸課題に焦点
を当て、直面する生活困難や将来への不安を具体的に浮き彫りに
し、これからの時代に求められる生活支援のあり方について、考
えていく。

会場120名、オンライン300名

住み慣れた地域で、 支え合って暮らせるやさしいまち
在宅介護講座から見えてきたもの

～居場所がある、 その安心感～

仲間づくり ・ 居場所づくり ・ 役割づくりの実践を通して
「高齢者等終身サポート事業者」 の役割と

身元保証 ・死後事務委任契約等の概要

～社会福祉法 ・介護保険法等の改正のねらい～



講師ご紹介欄

松岡　是伸氏
　日本社会事業大学大学院社会福祉学研究科博士後期課程修了。博士（社会福祉学）。
　名寄市立大学保健福祉学部専任講師を経て、2017年から北星学園大学。2024年同大学・
大学院教授。
　貧困やスティグマ（差別や偏見を生む社会的な意識・烙印）、生活困窮等の社会問題に関
し、個と地域を支える仕組みを考えていく“地域デザイン”等の分野を研究領域としている。
　2024年から、日本社会事業大学学長室多心型福祉連携センター学外研究員も務める。

野﨑　伸一氏　
　1999年4月～　厚生省（当時）入省。在米国日本国大使館一等書記官、政策企画官、生活困
窮者自立支援室長、広報室長、高齢者雇用対策課長などを歴任。
　2022年7月　官民交流制度により、アミタホールディング株式会社に、執行役員／地域デザ
イングループ・グループマネージャーとして出向。
　2025年7月　社会・援護局地域福祉課長（2026年4月から地域共生社会推進室長を兼務）
　公衆衛生学博士〔医療政策〕

・上記のQRコードをスマホやタブレット
　のカメラで読み取ってお申し込みください。
・下記のURLからもお申し込みができます。
　https://hokkaido-forum.com/

諸事情により、開催内容の変更、中止とする場合がございます。あらかじめご了承ください。
専用駐車場はありませんので、ご来場の際は公共交通機関でのご来場をお願いいたします。


